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ノン・ワルラシアン均衡における雇用政策のマクロ経済効果
１－．ケインジアンの経済学により凌駕きれており，ノン・ワルラシア
ン・アプローチの果たした役割は，既存のさまざまな成果を同じ枠組み
の中で比較検討し，マクロ経済学をミクロ的基礎に基づいて再構築する
方向づけをしたことであると考えられる8)。したがって，ノン・ワルラ
シアン・アプローチはそれ自体の成果を生み出すより，さまざまな考え
方の比較検討に適していると考えられる。
本稿においては一般的なノン・ワルラシアン・モデルに基づいて，さ
まざまな雇用政策のマクロ経済効果をすべての可能なタイプの不完全雇
用均衡について比較検討し，評価している。われわれの分析は，失業が
生じているようなタイプのノン・ワルラシアン均衡における雇用政策の
マクロ経済効果を資源配分の効率`性という観点から分析しているが，資
源配分の効率`性の観点からより的確に雇用政策の効果を評価するために
は，複数の消費者から構成される混合経済のノン・ワルラシアン均衡に
おける雇用政策の効果を分析する方が望ましいであろう。そうした分析
は別稿に譲ることにしたい。
注
1）ミクロ分析とマクロ分析,ワルラシアン均衡とノン゛ワルラシアン均衡，
古典派とケインジアンという概念は，それぞれつぎのような意味である。
ミクロ分析は個別の経済主体の行動に基づく資源配分の分析を意味し，マ
クロ分析はＧＮＰ，失業率，物価水準･国際収支などの集計的変数の変動
に関する分析を意味する。
ワルラシアン均衡とノン・ワルラシアン均衡は価格調整と数量割当の相
違によって特徴づけられる。ワルラシアン均衡においては，価格が適切に
調整きれてそれぞれの市場において需給が一致している。ノン゛ワルラシ
アン均衡においては，価格が適切に調整されず需給が一致しないために数
量割当による数量調整が行われる。
古典派とケインジアンは実物変数と名目変数を理論的に分離する古典派
の二分法が成立しているか否かによって区別される。古典派の二分法が成
立している古典派の世界では名目変数は実物変数になんら影響しないか
ら，たとえば名目貨幣供給の変化は，物価水準のような名目変数を変化ざ
１０３
せるだけでそれぞれの財・サーヴィスの生産や消費，労働の雇用などの実
物変数を変化きせない。古典派の二分法が成立しないケインジアンの世界
では名目変数も実物変数に影響するから,たとえば名目貨幣供給の変化は，
財・サーヴィスの生産や消費，労働の雇用などの実物変数を変化きせる。
2）ミクロ分析とマクロ分析,ワルラシアン均衡とノン・ワルラシアン均衡，
古典派とケインジアンという分類は，オリジナルのワルラスの理論やオリ
ジナルのケインズの理論においてはもちろん明確に特徴づけられておら
ず，オリジナルのワルラスの理論とオリジナルのケインズの理論を比較検
討することにより次第に認識ざれてきたのである。
3）ワルラスの理論は一種のイデアルティプスであり，モデル自体は必ずし
も現実的ではないから，理論が現実的であることを厳密に要求すると，ワ
ルラスのモデルの非現実的な想定を変更することが望ましいと考えられ
る。ワルラスの理論においては，
①すべての個人が価格悩報を所与とする
②その価格に対して合理的な数量決定を行う
ということが仮定されている。ところが，ワルラスが彼の理論を櫛築する
際に模写したときれる証券市場においては確かにこのようなメカニズムが
作用しているが，一般の市場においては個人が決定した数量シグナルを市
場に伝達する主体もいないし，価格を設定する主体もいない。むしろ，公
共的に価格が設定される市場はいくつも存在する。
また，ワルラスの理論においては価格調整によって市場の需要と供給が
つねに均衡することが想定きれているが，実際には，市場においてはしば
しば固定的な価格のもとで不均衡が生じ，数量割当による数量調整が行わ
れている。
ノン・ワルラシアン均衡の理論は，このような意味において現実を反映
していないと考えられるワルラスの理論の価格調整に関する想定をより現
実的な数量調整に関する想定に置き換えることにより成り立っている。そ
してそのような考え方が，価格調整より数湿調整を重視しているケインジ
アンの理論のミクロ的基礎づけへと導いたのである。
４）ノン・ワルラシアン均衡の理論のマクロ経済学への応用には，Dixit
（1976)，Muellbauer=Portes（1978)，Ｈｏｏ１（1980)，Benassy（1986）な
どがある。
５）古典派とケインジアン，ワルラシアンとノン・ワルラシァンという観点
を組み合わせてマクロ経済理論を概築したとすると，理論的には古典派の
ワルラシアン，古典派のノン・ワルラシアン，ケインジァンのワルラシァ
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ン，ケインジアンのノン・ワルラシアンの４つタイプの理論を構築するこ
とが可能になるが，実際に，マクロ経済学はケインジアンかつワルラシア
ンである伝統的なケインジアンやマネタリストの理論から出発して表３に
示されているように展開された（Romer，1993)。
表３マクロ経済学の学派
ただし，表３におけるワルラシアンという用語は価格の硬直性をアド・
ホックに仮定しているワルラシアンの理論を含み，ノン・ワルラシアンと
いう用語は価格の硬直性を経済環境の特徴に基づいて導出している理論に
限定されている。したがって，本稿の意味でのノン・ワルラシァン均衡の
理論は表３においてはワルラシアンの理論に含まれる。
ミクロ経済学においては，ワルラス的な理論自体ゲームの理論に取って
代わられた感がある。実際，ワルラシアンとノン・ワルラシアン，古典派
とケインジアンという観点からの論争はマクロ経済学において行われてい
るもので，ミクロ経済学においてはゲームの理論に基づく別の話題が多い
（神取，1994)。
6）消費者と政府の所得制約は
〆＋郷≦浬桝０－，で＋zp1z＋汀
沈≧ｊＬｚｆｊｚｏ－ｐＴ＋'０
である。超過需要ヴェクターを：（’〃）とおくと，
（P，〃）直（Ｐ，〃)＝P(c＋Ｃ－Ｙ)＋⑪(【＋ﾉV-L）
＝Pc-Qdj(L-l)－（pY-MW)＋，Ｃ
＝Pc-〃２－汀十，Ｃ≦似加ｏ－’て－加十'Ｃ≦Ｏ
である。したがって，この体系はワルラス法則を満たす。
7）神谷モデル（Kamiya，1985）はⅢ財と労働の２つの市場を考え，労働
市場においては超過供給が発生し，財市場においては財の価格の調整によ
って需給が均衡するようなケインズ的失業と古典派的失業の中間的なケー
スを考察している。ところが，財が２つしかないため，一方の財の市場が
割り当てられているときにはワルラス法則から他方の財の市場も割り当て
られていなければならないから，実質的には古典派的失業のケースになっ
１０５
ワルラシアン ノン・ワルラシアン
二分法古典派の 成立失敗
リアル・ビジネス.
サイクル理論
伝統的なケインジアン
とマネタリストの理論
コーディネイション.
フェイリィアー理論
ニュー・ケインジァン
の理論
ている。
ケインズのオリジナルの理論において第１公準すなわち限界生産力原理
が彼自身の体系と必ずしも両立しないことはしばしば指摘されている。
8）最近のマクロ経済学の展開についてはPIosser(1989LMankiw（1990)，
Gordon（1990)，Romer（1993）などを参照きれたい。
1970年以前には，Hicks（1937）によるケインズ解釈としてのIS-LM
モデルとフィリップス曲線の体系がマクロ経済学の実質的なパラダイムと
して合意されてきた。ところが，この体系は1970年頃に理論的にも経験的
にも疑問がもたれるようになった。理論的問題は，非自発的失業が生じて
いるような不均衡における消費，投資，貨幣需要などの経済活動が経済主
体の合理的な意思決定に基づいて説明されないことであり，これはノン・
ワルラシアン・アプローチによりマクロ経済学をミクロ的基礎によって裏
づけるという展開を生み出した。経験的問題は，失業とインフレーション
が共存するスタグフレーションという経験的事実を既存の理論が適切に説
明できなかったということであり，これは不完全情報とそれに対する合理
的期待形成仮説の導入により合理的行動の結果として自発的失業の発生を
説明する古典派的な考え方に基づくマクロ経済学を生み出す背景となっ
た。
こうしたマクロ経済学の状況を背景として，マクロ経済学のミクロ的基
礎に基づいて２つの学派が再柵成きれた。１つは新しい古典派経済学であ
り，この学派は，総生産や総履用の変動を実質的な要因の変化に基づいて
説明しているという意味において，古典派経済学の復活である。新しい古
典派経済学の代表であるリアル・ビジネス・サイクル理論においては，総
生産や総雇用の変動は労働供給の異時点間の代替，技術革新などの実質変
数を変化きせる要因によってのみ影騨されると考えられている（Plosser，
1989)。
もう１つの学派はニュー・ケインジアンの経済学である。ノン・ワルラ
シアン・アプローチにおいては，価格の硬直性は経済環境の性質からは導
出されない，アド・ホックな仮定でしかなかったが，ニュー・ケインジア
ンの経済学は経済環境の性質から価格が硬直的になるような，不完全競争
の理論，効率的賃金仮説，メニュー・コスト理論などに基づいたマクロ経
済学を再構築している（Gordon，1990)。
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